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男
女
共
同
参
画
の
本
気
度
を
問
う

問　

４
月
に
始
ま
っ
た
男
女
共
同
参

画
計
画
の
中
に
「
審
議
会
等
に
お
け

る
積
極
的
な
女
性
委
員
の
登
用
を
進

め
る
」
と
あ
り
ま
す
。
新
設
の
審
議

会
等
や
委
員
の
変
更
で
女
性
委
員
の

割
合
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？ 

　

ま
た
、
担
当
課
の
考
え
方
や
計
画

所
管
課
（
政
策
企
画
課
）
か
ら
の
働
き

か
け
は
？

　

令
和
７
年
度
に
女
性
割
合
を
30
％

に
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
？

今
後
は
具
体
的
に
取
り
組
む

答　

新
設
は
１
件
で
4.8
％
（
21
名
中
１

名
）
。
委
員
の
変
更
は
２
件
で
40.0
％

と
11.1
％
。

　

団
体
か
ら
の
推
薦
や
充
て
職
に
よ

る
た
め
、
結
果
的
に
女
性
が
増
え
な

か
っ
た
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
選
定

し
た
結
果
、
男
性
が
多
く
な
っ
た
。

　

計
画
策
定
後
、
各
課
に
計
画
を
配

り
内
容
を
認
識
し
た
上
で
積
極
的
な

女
性
の
登
用
に
取
り
組
む
よ
う
働
き

か
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
識
経
験
者
は
女
性
が

い
な
い
か
確
認
し
、
関
係
団
体
に
積

極
的
な
女
性
の
推
薦
を
働
き
か
け
た

い
。
職
員
の
意
識
改
革
を
し
つ
つ
各

課
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
！

要
望　

女
性
登
用
率
47
％
を
超
え
て

い
る
宇
部
市
な
ど
、
進
ん
で
い
る
自

治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
さ
れ
て

は
？

　

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
性
別
の

み
な
ら
ず
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
の
本
気
度
を
あ
ら
ゆ
る
事

業
・
施
策
に
織
り
込
み
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
多
様
な
人
々
を
巻
き
込

み
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

地
場
産
業
活
性
化
協
議
会
の
設
置
を

問　

全
国
の
未
開
拓
市
場
へ
の
販
路

拡
大
の
課
題
に
対
し
、
特
産
品
の
開

発
、
周
知
宣
伝
、
販
売
方
法
等
を
JA
、

JF
、
郵
便
局
、
銀
行
、
商
工
会
、
観
光

協
会
、
な
ど
の
異
種
事
業
者
が
連
携

し
、
お
互
い
に
協
力
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
合
わ
せ
た
町
主
体
の
地
場
産
業

活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

必
要
な
時
に
設
立
を
考
え
た
い

答　

普
段
か
ら
多
業
種
で
横
断
的
に

協
議
を
行
う
場
が
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　

現
在
、
経
済
産
業
省
が
本
町
で
の

「
異
業
種
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

モ
デ
ル
」
を
検
証
中
で
す
。

　

そ
の
結
果
を
施
策
に
活
か
す
際
、

今
後
必
要
性
が
生
じ
た
と
き
、
協
議

会
等
の
設
置
を
考
え
た
い
。

地
域
格
差
の
な
い
住
み
良
い
町
と
は
？

問　

20
年
後
に
は
周
防
大
島
町
の
人

口
は
約
８
千
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
も
取
り
残
す
こ
と

な
く
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
と
町
民
に
よ
る
地
域
の
将

来
像
、
特
に
病
院
再
編
計
画
の
見
直

し
と
公
共
交
通
の
青
写
真
の
作
成
が

急
務
で
す
。

　

本
町
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
地
域

格
差
の
な
い
、
住
み
良
い
町
と
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

答　

町
民
の
皆
様
が
、『
心
と
健
康
を

保
ち
自
然
と
と
も
に
生
き
が
い
や
、

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
や
生
活
環
境
が
充
実

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
』
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
い
て
も
同
じ
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
住
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
て
い

く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

白
鳥
法
子 

議
員

竹
田
茂
伸 

議
員

地域格差のない町づくりを!!

参画機会の格差改善のため、

男女いずれか一方に参画の機

会を積極的に提供する「積極的

改善措置」のことです。

※ポジティブアクションとは

ポジティブアクションのシンボルマーク

「きらら」

★


